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江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜
19：00）☎3950-3070へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを

成功させよう！
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▲（上）恵比須神がまつられている
富岡八幡宮（右）恵比寿神・大国
神がまつられている香取神社

▲慣れない形のボールに悪戦苦闘も、選手たちと楽しくパス交換

11／5、江東区観光協会主催の

協会会員向けセミナーの講師と

して招かれた熊本県東京事務所

の担当者と、PRキャラクターく

まモンが、終了後に区長を表敬

訪問しました。歓談時には、江

戸時代に熊本藩の下屋敷が東陽

町近辺にあったという、区と熊

本県との縁の話で盛り上がるな

ど、和やかな雰囲気に包まれま

した。
▲区長とくまモンが握手。江東区観光キャ
ラクターコトミちゃんも交えて記念撮影

全日本バレーボール小学生大会東京都大会
三砂ジュニア 優勝 全国大会出場

少林寺拳法東京都大会 小学生組演武4級の部
藤
ふじ

瀬
せ

仁
まさ

耀
き

くん（川南小4年) 第一位
大木風

ふう

我
が

くん（砂町小3年)

全日本青少年空手道選手権大会(極真祭)
11歳女子−40キロ級 準優勝

田中月
つき

乃
の

さん（第一亀戸小6年)

全国ジュニアオリンピック シンクロ
10〜12歳 チーム 5 位入賞

河原 由佳さん(数矢小5年)
遠藤明日香さん(区内在住・小学5年)

◀カップと賞状を手に
みんなで。前列左か
ら3番目が髙橋さん

を心がけています｣と語るよ

うに、自慢の攻撃を武器に頂

点へ登りました。今後の目標

は、出場を決めた関東大会で

優勝すること。さらなる高み

を目指す三砂ジュニアのこれ

からの活躍が楽しみです。

三砂ジュニアは、今春行われた東京都大会で見事に優勝し、全国大会へ出

場を果たしました。昨年の準優勝を越える成績を残した今年のチーム。キャ

プテンの髙橋真希さんが｢チームの強みは攻撃力。特にサーブで攻めること

ます。これからも｢1位になり続けた

い｣という2人、次の大会に向け、日々

精進しています。

週3日、道場で厳しい練習に励んできた藤

瀬くんと大木くんは、7月に行われた東京都

の大会で見事に第一位に輝きました。大舞台

のプレッシャーにも負けず、｢いつも練習し

ていた成果がでた｣と話す2人。お互いのこと

は｢大切な存在。大木くんと組んだから1位に

なれた(藤瀬くん)｣｢アドバイスをしてくれる、

いい先輩(大木くん)｣と仲の良さがうかがえ

▲表彰式後に2人で（左から藤瀬く
ん、大木くん)

保育園のときにお父さんの影響で極真空手を

始めた田中さん。8月に開催された全国大会で

準優勝を果たしました。学校が終わってからの

週4回の稽古に励み、さらには夏休みも毎日鍛

錬してきた成果を出すことはできましたが、そ

れでも本人は｢あと一つで優勝だったのでとて

も悔しい｣と語ります。

今回の準優勝について｢お父さんとお母さん

に感謝したい｣と話す親思いの田中さん。｢黒帯

をとって、世界一になる｣という大きな目標に

向け、着実に歩みを進めています。
▲得意技は「前蹴り」。賞
状を手に笑顔の田中さん

▲練習している辰巳国際水泳場
で（左から遠藤さん、河原さん)

どちらもお母さんに薦められてシンクロをは

じめた2人。今年の夏に行なわれたジュニアオ

リンピックの、8人で行うチームのメンバーと

して参加し、見事に全国5位入賞を果たしました。

｢夏休みはほぼ毎日練習していたのでうれしい

(河原さん)｣｢がんばってきて良かったなと思っ

た(遠藤さん)｣と、そのときの喜びを振り返り

ます。それでも今回の成績に満足はしていませ

ん。｢次はメダルを獲りたい｣と意気込む2人の、

今後の活躍が期待されます。

※イベントガイドツアー参加中の朱印集めはご遠慮ください。
※混雑状況により解散時間が延びる場合があります。

出発の10分前までに亀戸駅前公園
(亀戸2-21-9)

出発の10分前までに都営地下鉄大
江戸線森下駅改札(地下)

集合

常光寺→東覺寺→天祖神社→龍眼
寺→普門院→香取神社→亀戸梅屋
敷(解散)

深川神明宮→深川稲荷神社→龍光
院→圓珠院→心行寺→冬木弁天堂
→富岡八幡宮→深川東京モダン館
(解散)

コース
(予定)

1／5(月)〜7(水)
①9：30〜②13：00〜(各日2回2時間
半程度、計6回開催)

1／8(木)〜15(木)
9：30〜(各日1回3時間程度、計8回
開催)

日時

亀戸七福神めぐり深川七福神めぐり

＋ 509人人 口

＋ 71人

248,690人 ＋ 280人

前月比(±)

493,525人

（平成26年11月1日現在）

248,990世帯

＋ 150人

世帯と人口

＋ 339世帯世 帯

女

※平成24年7／9から外国人も住民基本
台帳法の適用となりました

10,497人男外
国
人

住
民
数

(
内
数
)

＋ 229人244,835人男住
民
基
本

台
帳
人
口

12,152人女

面 積 39.99km
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